
Ｉ
り
く
ｊ
１
１
１
，
１
ノ
、
ｆ
１
Ｉ
ｊ
、
ｆ
、
Ｊ
、
ｌ
ｊ
１
Ｉ
，
～

書
評
・
紹
介

Ｉ
１
ｌ
１
Ｊ
１
～
く
〆
、
Ｊ
う
ぐ
ノ
、
Ｊ
１
く
く
Ｊ
１
く
ノ
ー

岬
ル
鍔
ィ
鐸
・
君
サ
倖
共
訳

ツ
ォ
ン
カ
パ
著
『
仏
教
琉
伽
行
思
想
の
研
究
』

『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
」
の
「
止
の
章
」
が
、
ま
さ
に
最
適
の
訳
者
の

手
で
こ
の
た
び
和
訳
さ
れ
、
出
版
に
な
っ
た
。
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
氏

と
小
谷
信
千
代
氏
に
よ
っ
て
共
訳
せ
ら
れ
た
標
記
の
書
で
あ
る
。
両
氏
の

ご
努
力
と
そ
の
成
果
に
対
し
、
ま
ず
も
っ
て
敬
意
と
祝
意
を
表
し
た
い
。

ツ
ォ
ン
カ
パ
著
「
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
」
は
、
正
式
の
名
称
と
し
て
、

訳
し
て
「
世
に
並
ぶ
者
な
き
偉
大
な
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
造
り
給
え
る
菩
提

道
次
第
大
論
」
（
本
訳
書
二
頁
に
挙
げ
る
訳
に
よ
る
）
が
現
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
を
開
祖
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
ゲ
ル
グ
派

の
顕
教
に
お
け
る
根
本
聖
典
で
あ
る
（
な
お
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ソ
モ
』
の

通
称
は
、
い
ま
の
具
名
中
の
「
道
次
第
大
論
」
に
当
た
る
）
。
本
訳
書
は
、

こ
の
『
論
』
の
あ
る
ま
と
ま
っ
た
部
分
の
和
訳
研
究
で
あ
る
が
、
そ
の
部

分
の
本
『
論
』
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
知
る
た
め
に
も
、
ま
ず
、
本

『
論
』
の
結
構
を
知
っ
て
お
く
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。
幸
い
、
本
訳
書
に

は
、
本
論
和
訳
に
先
だ
っ
て
、
「
ラ
ム
リ
ム
」
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
資

I

向
井
亮

料
の
一
つ
と
し
て
、
本
論
「
一
フ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
の
内
容
を
概
括
紹
介

し
た
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
自
身
の
著
に
な
る
『
ラ
ム
リ
ム
概
要
』
が
和
訳
さ
れ
て

い
る
の
で
、
い
ま
は
、
そ
の
和
訳
に
訳
者
が
科
文
的
に
付
し
た
見
出
し
項

目
を
、
そ
こ
に
添
え
ら
れ
た
本
論
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
の
対
応
。
ヘ
ー

ジ
（
青
海
民
族
出
版
社
版
）
と
と
も
に
一
覧
し
て
み
る
。

一
序
論帰
敬
偶
や
胃

ラ
ム
リ
ム
思
想
の
特
徴
層
＆
‐
ｇ

説
法
と
聴
聞
層
．
ｇ
‐
ｇ

二
本
論
師
事
作
法
層
．
鴎
‐
臼

瞑
想
期
間
外
の
休
息
時
の
作
法
弓
．
臼
ｌ
司

八
難
を
離
れ
た
閑
暇
の
獲
得
喝
．
弓
ｌ
駅

下
肋
の
プ
ド
ガ
ラ
の
道
弓
．
窟
１
９
画

中
品
の
プ
ド
ガ
ラ
の
道
弓
．
ぢ
ゃ
路
。

上
品
の
プ
ド
ガ
ラ
の
道

発
菩
提
心
弓
由
曽
山
さ

菩
薩
行
の
概
説
喝
函
ち
上
雪

菩
薩
行
の
中
、
特
に
止
観
の
実
践
に
つ
い
て
喝
卜
認
士
畠

密
教
の
学
習
や
畠
や

三
結
び

｝
」
れ
に
よ
っ
て
、
本
論
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
構
成
の
大
枠
は
お
さ

え
ら
れ
よ
う
。
本
訳
書
は
、
こ
れ
で
言
え
ば
、
「
上
品
の
プ
ド
ガ
ラ
の
道
」

を
明
か
す
段
の
、
「
菩
薩
行
の
中
、
特
に
止
観
の
実
践
に
つ
い
て
」
を
説

ワ員
ロゼ



く
内
の
、
「
止
」
に
つ
い
て
の
部
分
ｌ
分
量
で
『
論
」
全
体
の
一
二
パ
ー

セ
ン
ト
－
の
和
訳
を
主
体
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
本
訳
書
に
先
立
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
本
『
論
』
の
翻
訳
に

つ
い
て
見
る
に
、
全
訳
と
し
て
は
、
五
十
数
年
前
に
法
尊
法
師
に
よ
る
中

国
語
訳
が
あ
り
（
『
菩
提
道
次
第
広
論
』
、
重
慶
・
漢
蔵
教
理
院
、
一
九
三

六
年
、
覆
刻
本
岬
台
北
・
新
文
豊
出
版
、
一
九
七
五
年
）
、
部
分
訳
と
し

て
は
、
長
尾
雅
人
博
士
に
よ
る
「
毘
鉢
舎
那
章
」
ｌ
右
の
概
要
一
覧
の

中
の
「
止
観
の
実
践
」
に
つ
い
て
の
「
観
」
の
部
分
と
、
そ
れ
以
下
末
尾

ま
で
で
、
分
量
で
『
論
』
全
体
の
三
割
ｌ
の
和
訳
が
あ
り
（
『
西
蔵
仏
教

研
究
」
、
東
京
・
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
一
九
七
四
年
再
刊
）
、
ど
の
凶

弓
昌
白
目
教
授
に
よ
る
「
止
観
の
実
践
」
に
つ
い
て
の
部
分
ｌ
『
論
』

全
体
の
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
－
の
英
訳
が
あ
る
（
９
ぎ
鼠
晶
誉
冒
営
包

ミ
ミ
目
。
ミ
ミ
笥
磑
尋
③
閉
、
具
．
ｚ
①
笥
曙
○
烏
叩
○
○
盲
目
冒
秒
己
昌
く
．
勺
吋
の
ｍ
の
》

屋
認
》
旨
会
四
国
①
昌
武
○
口
》
ロ
巴
言
”
冨
○
匡
巴
国
四
口
胃
め
甚
陪
叩
・
忌
弓
）
。
ま

た
、
本
訳
書
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
弓
畠
日
四
口
教
授
に
よ
る
「
上
品
の

プ
ド
ガ
ラ
の
道
」
の
中
の
「
止
観
の
実
践
」
に
先
立
つ
部
分
の
英
訳
が
出

版
さ
れ
た
（
臼
雪
。
の
旦
閂
啓
恩
》
ｚ
の
ジ
、
禺
○
烏
“
煕
旦
。
□
日
ぐ
．
具
ｚ
の
笥

思
○
鳥
呼
の
唖
の
》
忌
匿
）
。
こ
れ
で
「
上
品
の
プ
ド
ガ
ラ
の
道
」
の
全
体
ｌ

『
論
」
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
る
ｌ
が
英
訳
で
読
み
う
る
こ
と
と
な

っ
た
。近
年
、
わ
が
国
で
も
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
な
い
し
ゲ
ル
グ
派
を
中
心
と
す
る

チ
毎
ヘ
ッ
ト
仏
教
の
研
究
は
進
捗
を
み
せ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
先

覚
の
翻
訳
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
い
え
よ
う
。
先
掲
の
「
菩
提

道
次
第
広
論
』
の
出
版
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
尊
師
を
始
め
と
す
る
中

華
民
国
の
学
僧
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
を
中
心
と
す
る

ゲ
ル
グ
派
の
文
献
の
翻
訳
の
仕
事
は
、
わ
が
国
の
こ
の
方
面
の
研
究
者
に

多
大
の
恩
恵
を
与
え
て
き
た
（
そ
れ
ら
は
、
近
年
、
台
湾
で
大
量
に
覆
刻

出
版
さ
れ
て
い
る
）
。
し
か
し
、
学
問
的
研
究
と
な
れ
ば
、
先
の
長
尾
博

士
の
労
作
『
西
蔵
仏
教
研
究
』
が
い
ま
な
お
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
和
訳
の
共
訳
者
の
一
人
、
小
谷
信
千
代
氏
は
、

本
訳
書
の
「
は
し
が
き
」
の
中
で
「
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
仕
事
は
博
士
の
偉

業
に
導
か
れ
て
歩
み
を
開
始
し
た
そ
の
さ
さ
や
か
な
第
一
歩
を
記
す
も

の
」
で
あ
り
、
本
研
究
成
果
の
刊
行
に
よ
っ
て
博
士
の
学
恩
に
報
い
た
い

旨
の
こ
と
ば
を
記
し
て
い
る
。

長
尾
博
士
の
労
作
と
、
そ
れ
を
範
と
し
た
本
訳
書
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
は
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
最
重
要
な
作
品
の
、
そ
の
枢
要
部
分
を
日
本
語

で
安
心
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
よ
ろ
こ

ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
に
は
、
前
掲
の
急
昌
ｇ
Ｐ
ｐ

教
授
の
英
訳
も
存
す
る
が
、
こ
の
英
訳
の
仕
事
は
、
本
「
論
』
に
多
く
挙

げ
ら
れ
る
引
用
な
い
し
依
用
経
論
の
出
典
探
索
や
引
用
文
な
い
し
依
用
箇

所
の
原
文
比
定
な
ど
の
点
で
、
ま
た
、
訳
語
選
定
に
お
け
る
伝
統
的
仏
教

学
の
背
景
認
識
の
点
で
、
学
者
を
十
分
に
満
足
さ
せ
る
も
の
で
な
く
、
本

訳
書
で
も
、
そ
の
注
記
の
中
で
、
そ
の
英
訳
の
錯
誤
や
不
備
が
少
な
く
と

も
三
十
数
箇
所
に
わ
た
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
は
じ
め
に
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
の
翻
訳
研
究
に
お
け
る

本
訳
書
の
お
お
ま
か
な
位
置
を
、
内
容
に
た
ち
入
ら
な
い
範
囲
で
見
た
が
、

こ
こ
で
望
蜀
の
言
を
付
す
な
ら
ば
、
本
訳
書
の
訳
者
は
、
「
〔
長
尾
〕
博
士

の
偉
業
に
導
か
れ
」
、
そ
れ
を
範
と
し
て
、
本
『
論
』
中
の
引
用
経
論
と

76



そ
の
引
用
文
を
現
存
文
献
の
中
で
可
能
な
限
り
渉
猟
し
比
定
す
る
と
い
う

骨
の
折
れ
る
作
業
を
な
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

に
つ
い
て
は
、
長
尾
博
士
に
よ
り
試
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
注
記
の
中
に
そ

の
原
文
を
提
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
し
、
ま
た
、
そ
の
部
分
の
「
用
語
索
引

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
」
を
作
成
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
ま
た
、
本
文
和
訳
で

は
、
長
尾
博
士
の
よ
う
に
、
引
用
文
を
改
行
二
字
下
げ
に
し
た
方
が
読
み

易
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
長
尾
博
士
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
（
前
掲
害
、
は
し

が
き
、
二
’
三
・
ヘ
ー
ジ
）
、
「
印
度
学
的
仏
教
学
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
中

心
と
な
る
こ
と
ば
を
梵
語
の
形
で
考
へ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
」
か
ら
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
索
引
」
に
よ
っ
て
「
本
書
が
依
用
し
て
ゐ
る
基
盤

的
な
術
語
の
は
ぱ
を
お
よ
そ
知
り
得
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
か
ら
で

あ
る
。
本
訳
書
を
も
の
し
た
訳
者
た
ち
の
意
図
も
、
次
節
に
触
れ
る
よ
う

に
、
単
に
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
思
想
、
な
い
し
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
解
明
だ
け
に

あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
イ
ン
ド
仏
教
の
解
明
に
も
あ
っ
た
こ
と

が
、
本
訳
書
の
「
は
し
が
き
」
や
「
訳
者
ま
え
が
き
」
の
中
の
こ
と
ば
か

ら
知
ら
れ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

本
訳
書
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
構
成
次
第
を
と
っ
て
い
る
。

訳
者
ま
え
が
き
ｌ
解
題
に
代
え
て
Ｉ
（
臆
や
）

〔
翻
訳
〕

第
一
部
「
ラ
ム
リ
ム
」
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
資
料

Ｉ
『
仏
道
実
践
の
三
要
点
』
（
ラ
ム
ツ
ォ
ナ
ム
ス
ム
）
（
屋
や
）

Ⅱ
『
ラ
ム
リ
ム
概
要
』
（
ラ
ム
リ
ム
ド
ゥ
テ
ン
）
（
届
や
）

Ⅱ

｡

Ⅲ
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
概
観
（
展
や
）

Ⅳ
『
止
の
修
習
図
』
（
シ
ネ
。
ヘ
リ
）
命
や
）

第
二
部
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
（
止
の
章
）
色
望
や
）

〔
索
引
類
〕
命
や
）

Ｉ
用
語
索
引
（
日
本
語
）
念
や
）

Ⅱ
止
の
章
の
用
語
・
引
用
句
索
引
（
チ
ベ
ッ
ト
語
）
企
や
）

Ⅲ
止
の
章
の
書
名
索
引
（
チ
ベ
ッ
ト
語
・

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
念
や
）

〔
目
①
桝
尉
〕

Ｉ
倫
急
冒
廻
呂
曽
§
》
》
甥
ミ
ミ
念
や
）

Ⅱ
耐
亀
蒼
忌
蒼
冨
包
景
号
菖
ａ
や
）

Ⅲ
恩
、
習
魯
翰
骨
恥
蚤
の
倉
や
）

Ⅳ
旧
亀
琶
息
蒼
・
言
ご
胃
。
（
酎
萱
恥
菖
晨
）
（
器
や
）

「
訳
者
ま
え
が
き
ｌ
解
題
に
代
え
て
ｌ
」
で
は
、
ま
ず
、
訳
者
の

本
訳
書
を
も
の
す
に
至
っ
た
主
な
動
機
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
趣
意

と
し
て
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
な
る
ｌ
阿
含
や
大
乗
の
経
典
で
あ
れ
、
阿

毘
達
磨
や
大
乗
学
派
の
諭
書
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
の
背
後
に
「
聴

伽
行
の
実
践
者
」
た
ち
の
姿
が
想
定
さ
れ
る
な
か
で
、
特
に
「
礁
伽
行
」

を
学
派
名
の
一
部
と
す
る
唯
識
学
派
の
諭
書
に
つ
い
て
、
そ
の
行
法
の
実

際
を
明
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
『
摂
大
乗
論
』
な
ど
で
は

そ
の
説
明
が
簡
潔
に
過
ぎ
る
一
方
で
、
「
聡
伽
師
地
論
・
声
聞
地
』
で
は
そ

の
記
述
が
あ
ま
り
に
繁
雑
過
ぎ
て
、
要
を
得
な
い
が
、
「
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン

モ
』
の
「
止
の
章
」
に
当
た
れ
ば
、
要
領
を
得
た
説
明
が
得
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
の
「
止
の
章
」
に
は
…
．
：
実
に
多
く
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の
聖
教
と
論
書
か
ら
馨
し
い
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
（
ｉ
ツ
ォ
ン

ヵ
パ
）
の
正
鵠
を
射
た
引
用
の
お
陰
で
、
今
や
わ
れ
わ
れ
は
『
声
聞
地
』

の
よ
う
な
繁
雑
な
記
述
に
対
し
て
も
そ
の
要
点
を
的
確
に
把
握
す
る
方
途

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
」
（
一
・
ヘ
ー
ジ
）
と
。

次
に
、
「
ま
え
が
き
」
で
は
、
一
「
三
種
の
有
情
と
彼
ら
が
修
習
す
る
法
」
、

二
「
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
に
引
用
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
典
拠
」
、
三

「
止
の
章
の
用
語
と
教
義
に
つ
い
て
」
、
四
「
本
書
の
構
成
」
が
解
説
さ
れ

る
。
こ
の
内
、
一
と
二
と
は
、
共
訳
者
の
一
人
ツ
ル
テ
ィ
ム
氏
の
稿
に
な

る
既
発
表
の
論
文
「
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
に
お
け
る
仏
道
体
系
」
（
『
日
本
仏
教
学

会
年
報
』
第
五
十
四
号
所
載
）
の
序
に
当
た
る
部
分
の
再
録
で
あ
り
、
三

は
、
こ
こ
で
は
大
半
の
紙
幅
を
割
い
て
詳
し
く
、
日
「
沈
み
込
み
（
冨
冨
）
、

昂
ぶ
り
（
①
ロ
自
冒
ご
い
）
、
念
（
①
日
甚
）
、
正
知
（
３
日
冒
塁
ｐ
目
色
）
」
、

。
「
止
に
は
二
つ
の
側
面
が
備
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
国
「
止
の

時
に
も
念
に
よ
っ
て
対
象
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
、
画
「
沈

み
込
み
と
塞
ぎ
込
み
」
、
⑤
「
観
察
の
修
習
包
冒
且
侭
。
日
）
と
安
住
の

修
習
ｅ
侭
侭
○
日
こ
を
解
説
す
る
が
、
そ
の
日
か
ら
四
は
、
小
谷
氏
の

既
発
表
論
稿
「
沈
み
込
み
ｅ
置
凋
ｇ
）
と
昂
ぶ
り
（
侭
＆
恩
）
」
（
『
仏

教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
五
十
号
所
載
）
の
再
録
で
あ
り
、
そ
の
㈲
は
、
前
掲

の
ツ
ル
テ
ィ
ム
氏
の
論
稿
か
ら
の
再
録
で
あ
る
。
初
出
時
の
若
干
の
ミ
ス

は
直
り
、
注
記
に
は
桜
部
建
博
士
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
教
示
が
加
え
ら
れ
て

い
る
が
、
注
記
な
ど
の
一
部
に
不
統
一
・
不
用
意
の
点
が
見
ら
れ
る
。
別

個
の
既
発
表
論
文
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
訳
者
ま
え
が
き
」
に
続
い
て
「
略
号
一
覧
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

テ
ク
ス
ト
、
そ
の
他
の
諸
文
献
が
二
十
八
点
、
そ
の
略
号
と
と
も
に
提
示

さ
れ
る
。
本
訳
書
に
は
、
所
訳
の
本
『
論
』
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
類
は

特
に
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
本
訳
業
に
お
け
る
使
用
テ
ク
ス
ト
や

参
考
文
献
も
別
途
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
か
ら

そ
れ
ら
の
出
版
な
ど
の
デ
ー
タ
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
テ
キ

ス
ト
に
つ
い
て
「
国
．
○
Ｈ
国
本
・
・
チ
ャ
キ
ュ
ン
版
青
海
民
族
出
版
社
、

一
九
八
五
年
（
本
訳
で
は
こ
れ
を
底
本
と
す
る
）
」
で
は
、
専
門
家
以
外
に

と
っ
て
は
あ
ま
り
に
簡
に
過
ぎ
よ
う
。
所
訳
本
文
に
つ
い
て
本
書
巻
末
に

そ
の
チ
ベ
ッ
ト
原
文
を
載
せ
る
に
し
て
も
、
本
「
論
』
（
な
い
し
、
ツ
ォ

ン
カ
パ
の
著
作
）
の
出
版
事
情
や
、
こ
こ
に
底
本
が
選
ば
れ
た
理
由
な
ど

は
、
解
題
に
代
え
た
「
ま
え
が
き
」
の
中
で
よ
り
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
し

か
る
。
へ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
本
評
前
節
で
管
見
な
が
ら
本
論
の
翻
訳
史
な

ど
に
触
れ
た
の
も
、
そ
の
簡
を
補
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

さ
て
次
に
、
「
翻
訳
」
篇
の
構
成
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
は
し
が
き
」

の
第
四
節
に
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
訳
者
に
よ
る
読
者
の
た
め
の
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
翻
訳
篇
の
主
体
と
な
る
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』

の
「
止
の
章
」
の
和
訳
に
先
立
っ
て
、
本
論
の
主
題
た
る
「
ラ
ム
リ
ム
」

（
修
道
次
第
）
の
思
想
を
読
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
資
料
を
和
訳

紹
介
す
る
元
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
翻
訳
篇
第
一
部
の
「
「
ラ
ム

リ
ム
」
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
資
料
」
で
あ
る
。
チ
。
ヘ
ッ
ト
の
僧
院
で

は
、
「
ラ
ム
リ
ム
」
の
教
え
を
簡
潔
に
記
憶
に
留
め
て
お
く
方
法
と
し
て
二

種
の
常
用
聖
典
が
日
頃
よ
く
訓
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
一
つ
は
、
『
ラ

ム
ツ
ォ
ナ
ム
ス
ム
」
と
呼
ば
れ
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
弟
子
に
宛
た
書
簡
で
、

仏
教
実
践
の
核
心
を
「
出
離
と
菩
提
心
と
正
見
」
の
三
点
に
要
約
し
た
内

容
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
前
節
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
の
『
ラ
ム
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リ
ム
ド
ゥ
テ
ン
』
（
ラ
ム
リ
ム
概
要
）
と
い
う
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
自
身
が
造
っ
た

四
五
偶
か
ら
成
る
小
品
で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
二
作
品
が
和
訳
紹
介
さ
れ

た
後
、
そ
の
前
者
の
「
仏
道
実
践
の
三
要
点
」
を
参
考
に
し
て
訳
者
が
選

び
出
し
た
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
の
「
止
の
章
」
以
外
の
各
章
の
重
要

な
箇
所
が
、
「
「
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
概
観
」
と
題
し
て
和
訳
紹
介
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
第
一
部
の
最
後
に
は
、
『
止
の
修
習
図
』
（
シ
ネ
。
ヘ
リ
）
と

い
う
、
止
の
実
践
階
程
を
分
か
り
易
く
図
式
化
し
た
作
品
が
紹
介
さ
れ

つ
（
〕
Ｏ

こ
の
内
、
「
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
概
観
」
は
、
訳
者
の
一
人
ツ
ル
テ

ィ
ム
氏
の
既
発
表
の
論
稿
「
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
お
け
る
仏
教
体
系
」
（
前
掲
）

の
本
論
部
分
を
増
広
し
て
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
増
広
さ
れ
た

の
は
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
」
の
思
想
的
に
最
も
重
要
な
箇
所
で
、
長

尾
博
士
の
和
訳
が
存
す
る
「
観
（
毘
鉢
舎
那
）
の
章
」
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
独

自
の
中
観
学
説
の
理
解
が
明
か
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
「
ツ
ォ
ン
カ

。
〈
に
お
け
る
仏
道
体
系
」
の
紹
介
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。

い
ま
、
訳
出
さ
れ
た
中
観
思
想
に
関
す
る
部
分
の
み
を
、
訳
者
が
与
え
た

内
容
見
出
し
に
よ
っ
て
一
覧
し
て
お
く
。
な
お
、
（
）
内
は
、
長
尾
博

士
訳
の
箇
所
を
そ
の
章
節
で
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑨
空
性
の
決
定
（
第
二
章
真
実
空
性
の
決
択
）

伽
否
定
対
象
を
よ
く
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

（
五
否
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
の
正
し
き
握
把
、
全
訳
）

⑧
否
定
対
象
を
よ
く
確
認
せ
ず
に
否
定
す
る
他
者
の
考
え
方
の
排
除

⑥
否
定
対
象
の
確
認
が
余
り
に
も
広
範
に
す
ぎ
る
者
の
主
張

（
六
虚
無
論
的
な
る
空
、
全
訳
）

⑥
否
定
対
象
を
余
り
に
も
広
く
認
め
す
ぎ
る
場
合
の
過
失

㈹
中
観
の
特
徴
の
確
認
（
七
中
観
不
共
の
勝
法
、
抄
訳
）

㈲
否
定
対
象
を
余
り
に
も
広
く
認
め
る
考
え
方
が
如
何
に
中
観
派

の
特
徴
を
破
壊
す
る
か
（
八
中
観
へ
の
邪
解
、
全
訳
）

◎
中
観
派
自
体
に
於
け
る
否
定
対
象
の
確
認

（
第
三
章
誤
れ
る
空
論
と
正
し
き
空
論
、
の
内
、
一
七
正

し
き
否
定
の
対
象
・
一
八
輪
廻
の
根
本
ｌ
無
明
、
全
訳
）

昨
今
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
中
観
思
想
や
空
性
理
解
が
注
目
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
右
の
箇
所
の
和
訳
の
提
示
は
、
あ
る
い
は
一
石
を
投
ず
る
も
の
と

な
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
そ
の
和
訳
の
ご
く
一
端
を
断
片
的
で
は
あ
る

が
次
に
引
き
、
本
和
訳
に
先
行
す
る
他
の
学
者
の
和
訳
文
を
対
比
し
て
み

形
生
気
ノ
Ｏ「

自
性
と
し
て
空
で
あ
る
と
い
う
場
合
の
空
性
の
意
味
は
、
縁
起
の
意

味
で
あ
っ
て
、
効
果
的
作
用
（
胃
昏
農
凰
乱
）
が
空
で
あ
る
非
存
在

の
意
味
で
は
な
い
」
（
本
書
、
八
五
・
ヘ
ー
ジ
。
こ
の
箇
所
の
注
記
で
、

次
の
松
本
論
文
を
「
参
照
」
と
し
て
挙
げ
る
。
）

「
自
性
に
つ
い
て
空
で
あ
る
と
い
う
〔
そ
の
〕
空
性
の
意
味
は
、
縁
起

の
意
味
で
あ
っ
て
、
果
を
生
じ
る
能
力
ａ
ｏ
昌
耳
ａ
も
呂
口
扁
冨
》

胃
昏
農
国
薗
出
日
胃
ご
昌
四
）
に
つ
い
て
空
で
あ
る
無
ａ
侭
○
の
恩

ョ
＆
恩
》
号
冨
ぐ
四
）
の
意
味
で
は
な
い
」
（
松
本
史
朗
「
ツ
ォ
ン
カ

パ
と
ゲ
ル
ク
派
」
、
岩
波
講
座
・
東
洋
思
想
第
二
巻
『
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
二
四
二
・
ヘ
ー
ジ
。
こ
の
箇
所
に

注
記
し
て
、
次
の
山
口
著
書
の
箇
所
を
挙
げ
る
。
）

「
自
性
に
つ
い
て
空
し
い
と
さ
れ
る
空
性
の
意
義
は
縁
起
の
意
味
で
あ
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、
、

っ
て
、
効
果
的
な
働
き
の
能
力
に
つ
い
て
空
し
い
と
さ
れ
る
よ
う
な

何
も
の
も
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
（
山
口
瑞
鳳
『
チ

ゞ
ヘ
ッ
ト
』
下
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
二
八
七
・
ヘ
ー

ジ
。
こ
の
箇
所
に
先
行
の
本
文
中
で
、
長
尾
訳
に
つ
い
て
「
博
士

の
名
訳
が
あ
る
が
、
学
術
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
多

少
く
だ
け
た
訳
文
で
要
所
を
紹
介
し
て
み
よ
う
」
と
記
す
。
）

「
自
性
空
な
る
空
性
の
義
（
自
口
冒
融
‐
胃
目
四
）
は
、
縁
起
の
義
念
３
画
Ⅱ

ｑ
四
＄
目
昇
凰
８
‐
胃
昏
四
）
で
あ
る
。
然
し
は
た
ら
き
を
も
空
ず
る
無

体
の
義
で
は
な
い
」
（
長
尾
雅
人
、
前
掲
書
、
一
二
三
。
ヘ
ー
ジ
・
）

ツ
ォ
ン
カ
パ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
訳
文
で
引
い
た
文
言
は
、
実
は
、
「
詳

細
で
賢
明
で
広
大
な
観
慧
を
備
え
て
い
る
智
者
な
る
中
観
派
と
称
さ
れ
る

人
」
が
、
仏
の
究
極
の
密
意
に
依
っ
て
大
師
釈
尊
と
そ
の
教
説
と
に
対
し

て
稀
有
な
る
最
高
の
念
を
生
じ
、
そ
の
念
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
清
浄

な
る
言
葉
で
以
て
声
高
に
繰
り
返
し
語
る
と
こ
ろ
の
も
の
な
の
で
あ
る

（
本
書
、
八
五
・
ヘ
ー
ジ
参
照
）
・
こ
れ
ら
の
訳
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
張
内

容
が
端
的
に
分
か
る
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
仏
典
に
お
け
る
「
空
性
の
定

型
句
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
や
く
に
問
題
提
起
を
し
た
評
者
と
し
て
は
、

い
ず
れ
に
も
満
足
し
て
い
な
い
。
特
に
、
先
行
訳
を
ふ
ま
え
た
は
ず
の
本

書
の
訳
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
「
○
と
し
て
空
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
具

体
的
に
ど
う
い
う
意
味
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
「
○

が
空
で
あ
る
」
と
は
ど
う
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
○
は
、
《
《
俸
尉

①
目
も
ご
〕
》
《
《
①
日
も
ｑ
昌
国
、
》
《
《
鈩
儲
の
目
も
ご
具
国
』
》
の
Ａ
な
の
か
、

Ｂ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
の
か
。
右
の
他
の
訳
文
に

お
い
て
も
判
明
で
は
な
い
。
「
空
」
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
な
お
、

「
翻
訳
」
篇
第
二
部
は
、
本
訳
書
の
主
体
を
成
す
「
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン

モ
』
（
止
の
章
）
」
の
和
訳
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
止
の
章
」
全
体
の
結
構
を
、
著
者
ツ
ォ
ン
カ
パ
自
身
に
よ
る

科
文
に
基
づ
い
て
立
て
ら
れ
た
本
和
訳
の
内
容
目
次
に
よ
っ
て
見
て
お
く
。

序
論
本
論
Ｉ
止
の
資
糧
に
依
る
。
へ
き
こ
と

Ⅱ
止
の
資
糧
に
基
づ
い
て
止
を
修
習
す
る
仕
方

１
珈
坐
に
お
け
る
身
体
の
姿
勢

２
修
習
の
順
序

一
過
失
の
な
い
三
昧
を
生
じ
る
方
法

㈲
心
を
所
縁
に
固
定
す
る
前
に
行
う
べ
き
こ
と

評
者
は
、
「
空
」
の
原
語
の
用
法
の
す
べ
て
を
、
漢
語
の
「
空
」
な
い
し
そ

の
訓
読
み
だ
け
で
和
訳
す
る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
）
。

右
に
は
、
教
義
的
に
も
微
妙
で
、
あ
る
い
は
チ
ベ
ッ
ト
語
だ
け
で
解
せ

な
い
箇
所
を
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
の
和
訳
に
よ
っ
て
、
従
来

の
訳
で
は
釈
然
と
し
な
か
っ
た
点
が
判
然
と
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

い
ま
は
そ
の
い
ち
い
ち
は
挙
げ
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
文
の
係
り
方
、
蕊
が

り
方
を
解
す
る
上
で
参
考
に
な
る
点
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
先
の
引
用
文

が
納
ま
る
前
後
の
文
脈
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
（
な
お
、
本
訳
書
、
八
五
・
ヘ

ー
ジ
、
六
行
以
下
と
、
山
口
瑞
鳳
博
士
、
前
掲
書
、
二
八
七
’
八
。
ヘ
ー
ジ

の
訳
と
を
比
べ
て
見
ら
れ
た
し
）
。

Ⅲ
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口
心
を
所
縁
に
固
定
す
る
時
に
行
う
。
へ
き
こ
と

日
心
を
所
縁
に
固
定
し
た
後
に
行
う
べ
き
こ
と
（
詳
細
）

二
過
失
の
な
い
三
味
に
依
っ
て
心
の
安
住
が
生
ず
る
次
第

日
心
の
安
住
が
生
ず
る
次
第

Ｑ
六
種
類
の
力
に
よ
る
心
の
安
住
の
達
成

⑤
四
種
類
の
作
意

Ⅲ
修
習
に
よ
っ
て
止
が
達
成
さ
れ
る
基
準

１
止
の
達
成
の
境
界

一
止
が
達
成
さ
れ
る
境
界
そ
の
も
の
の
説
明

二
作
意
を
備
え
て
い
る
こ
と
の
印
、
及
び
上
来
の
所
説
中
の

疑
問
点
に
関
す
る
審
議

２
止
に
依
る
道
の
歩
み
方
の
概
説

３
世
間
道
の
歩
み
方

一
止
の
獲
得
の
必
要
性

二
止
に
依
る
欲
界
か
ら
の
離
貧

（
い
ま
は
章
を
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
で
、
節
を
１
２
３
で
示
し
た
）

こ
の
「
止
の
章
」
の
組
織
立
て
を
眺
め
て
、
評
者
は
す
ぐ
に
「
声
聞
地
』

の
そ
れ
を
思
い
浮
べ
た
。
実
際
に
当
た
っ
て
み
る
と
よ
く
対
応
す
る
。
そ

こ
で
次
に
そ
の
大
体
を
対
応
さ
せ
て
み
よ
う
。

「
声
聞
地
』
「
止
の
章
」

初
琉
伽
処
（
三
地
あ
り
）

種
姓
地

趣
入
地

出
離
地
（
世
間
道
・
出
世
間
道
の
資
糧
を
詳
説
す
）
：
…
・
Ｉ

本
訳
書
で
は
、
｜
」
の
組
織
立
て
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
特
に
述
琴
へ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
本
論
中
の
『
声
聞
地
」
の
引
用
の
す
、
、
へ
て
を
、
訳
者
に

よ
っ
て
検
索
さ
れ
た
『
声
聞
地
』
の
箇
所
に
も
ど
し
て
並
べ
て
み
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
実
に
、

ツ
ォ
ン
カ
・
〈
は
「
止
の
章
」
の
骨
格
を
『
声
聞
地
』
か
ら
得
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
至
る
チ
ベ
ッ
ト
の
「
ラ
ム
リ

第
二
礒
伽
処
（
⑩
．
②
プ
ド
ガ
ラ
の
品
類
差
別
・
建
立
、

③
所
縁
、
な
い
し
⑪
琉
伽
修
な
ど
十
九
門
あ
り
）
；
…
．
Ⅱ
２
一
○

第
三
職
伽
処

一
ｌ
往
詣
・
慶
慰
・
審
問
・
尋
求

第
四
琉
伽
処

一
川
雌
峨
嘩
趣
碓
鍔
仁
韮
』
郵
啼
誕
生
辮
儒
諦
州
柚
砿
引
一
Ⅱ
皿
池

‐
安
立
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ|’｜’
②
遠
離
ｌ
処
所
の
円
満

ｌ
威
儀
の
円
満

ｌ
心
身
の
遠
離

仙
障
の
清
浄
化
（
止
観
の
双
運
に
及
ぶ
）

⑤
作
意
を
修
習
す
る
こ
と
ｌ
Ⅲ
１

(3)
心

艸
定
の
資
糧
を
護
り
養
う
こ
と
１
１

境
性
下
需
獺
九
種
§
Ⅲ
隅
記

ｌ
観
品
（
四
種
の
慧
行
）

｜
Ⅱ
擁
糊
篝
椚
皿
理
詑

ｌ
Ⅱ
１
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ム
」
思
想
の
伝
統
な
ど
、
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
残

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
止
の
章
」
が
依
拠
し
た
『
声
聞
地
』
の
実
践

教
程
的
な
修
道
論
の
大
枠
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。

「
声
聞
地
』
は
、
四
「
琉
伽
処
」
か
ら
成
る
が
、
内
容
的
に
は
前
半
の

二
輪
伽
処
と
後
半
の
二
琉
伽
処
と
に
大
き
く
二
分
さ
れ
よ
う
。
そ
の
後
半

二
琉
伽
処
の
う
ち
の
第
三
琉
伽
処
は
、
前
半
二
琉
伽
処
の
所
説
を
前
提
に

し
な
が
ら
、
あ
る
面
で
実
際
的
な
修
道
論
を
、
ヨ
ー
ガ
の
実
習
を
始
め
よ

う
と
す
る
初
学
者
と
、
彼
に
そ
れ
を
教
え
る
ヨ
ー
ガ
に
熟
達
し
た
師
と
の

関
わ
り
の
場
面
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ガ
の
初
心

者
が
師
の
許
に
「
往
詣
」
し
て
ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て
請
問
し
、
師
が
や
さ
し

い
語
で
奨
励
し
「
慶
慰
」
し
、
仏
法
僧
へ
の
帰
依
や
仏
道
へ
の
決
意
を

「
審
問
」
し
、
そ
の
志
願
な
い
し
性
行
に
つ
い
て
「
尋
求
」
し
て
か
ら
、

五
つ
の
事
が
ら
ｌ
仙
定
の
資
糧
を
護
り
養
う
こ
と
、
な
い
し
⑤
作
意
を

修
習
す
る
こ
と
ｌ
を
「
〔
如
応
に
〕
安
立
」
す
る
こ
と
を
説
く
（
「
〔
如
応
〕

安
立
」
は
玄
英
訳
、
原
語
は
《
《
ぐ
目
ゅ
制
武
》
》
）
。
こ
れ
に
因
ん
で
こ
の
第

三
球
伽
処
は
、
言
如
応
〕
安
立
」
（
玄
共
訳
、
原
語
は
《
《
ぐ
旨
匂
。
鴨
こ
か
）

と
も
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
〈
実
践
教
程
〉
を
説
く
も
の
と
い

え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
聡
伽
処
に
直
接
的
に
続
く
第
四
職
伽
処
（
「
世

間
出
世
間
」
と
も
呼
称
す
る
）
で
は
、
先
の
「
安
立
」
に
お
け
る
⑤
の
「
作

意
」
を
得
た
と
こ
ろ
の
行
者
が
趣
く
べ
き
二
つ
の
道
１
世
間
道
と
出
世

間
道
ｌ
を
説
き
明
か
す
の
で
あ
る
。

ツ
ォ
ン
カ
・
〈
は
、
こ
の
『
声
聞
地
」
の
「
安
立
」
処
と
「
世
間
出
世
間
」

処
と
に
提
示
さ
れ
る
初
学
の
ヨ
ー
ガ
行
者
の
た
め
の
実
践
教
程
の
組
織
立

て
を
、
そ
こ
か
ら
「
止
観
」
の
「
観
」
に
直
接
か
か
わ
る
「
心
一
境
性
」

の
下
の
「
観
品
」
の
部
分
と
、
「
止
観
の
双
運
」
に
及
ぶ
「
障
の
清
浄
化
」

の
部
分
、
そ
し
て
、
「
四
聖
諦
」
の
観
察
が
中
心
と
な
る
「
出
世
間
道
に
往

く
こ
と
」
の
部
分
を
除
い
た
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
用
い
て
「
ラ
ム
リ
ム
チ

ェ
ン
モ
』
の
「
止
の
章
」
の
構
成
次
第
の
大
枠
を
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
彼
は
、
こ
こ
か
ら
除
い
た
「
安
立
」
処
の
「
観
品
」
と
「
止
観
双

運
」
と
の
部
分
を
ぱ
、
「
止
の
章
」
に
続
く
「
観
の
章
」
の
中
の
相
応
の
箇

所
で
引
用
な
い
し
依
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
、
長
尾
和
訳
、
三
五

五
’
三
五
八
、
三
九
一
。
ヘ
ー
ジ
）
。

以
上
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
の
「
止
の
章
」
全
体
の
組
織
立
て
と
、

そ
の
組
織
立
て
の
思
想
の
一
側
面
を
、
評
者
な
り
に
、
そ
れ
の
背
景
を
な

し
た
「
声
聞
地
』
の
ヨ
ー
ガ
行
者
の
〈
実
践
教
程
〉
と
の
関
係
か
ら
見
て

き
た
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
ま
一
度
本
訳
書
の
本
論
に
当
た
る
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
新
し
い
意
味
が
読
め
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
は
、
こ
の
「
止
の
章
」
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
全
編
が
、
著
者
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
自
身
が
立
て
た
科
文
の
も
と
に
、
き
わ
め

て
整
然
と
し
た
組
織
を
も
ち
、
じ
っ
に
級
密
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
作
品

で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
組
織
立
て
と
そ
の
組
織
立
て
の
思
想

を
了
解
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ

ン
モ
」
全
綿
の
構
成
次
第
を
知
る
た
め
に
便
宜
な
の
は
、
長
尾
博
士
に
よ

っ
て
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
自
身
の
科
文
で
あ

る
（
「
菩
提
道
次
第
論
科
文
（
抜
華
）
」
、
長
尾
、
前
掲
書
、
八
○
’
八
一

．
ヘ
ー
ジ
、
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
原
文
、
同
書
、
横
組
一
八
’
一
九
．
ヘ
ー
ジ
）
。

さ
て
、
そ
こ
で
、
本
論
の
内
容
に
た
ち
入
っ
て
み
た
い
わ
け
だ
が
、
紙
幅

に
も
余
裕
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
い
ま
は
、
以
下
に
本
論
の
第
一
章
（
１
）
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と
、
第
二
章
の
第
一
節
（
Ｉ
の
１
）
に
つ
い
て
の
み
論
及
し
て
み
る
（
訳

文
、
訳
語
、
原
語
想
定
の
問
題
、
注
記
な
ど
に
み
ら
れ
る
ミ
ス
や
誤
植
な

ど
、
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
で
き
な
い
）
。

ま
ず
、
第
一
章
（
１
）
の
「
定
の
資
糧
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
段
の
内
容
は
、
主
に
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
『
修
習
次
第
Ⅱ
』
の
所
説

に
依
っ
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
は
、
「
真
に
止
観
の
三
味
を
成
し
遂
げ
よ

う
と
思
う
者
は
、
止
の
た
め
の
支
分
、
或
は
資
糧
、
つ
ま
り
「
声
聞
地
」

に
説
か
れ
る
十
三
〔
の
資
糧
〕
な
ど
に
努
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
」
と
結
ば
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
声
川
地
』
の
十
三
の
資
塩
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
訳
者
は
、
注
記
に
お
い
て
（
二
三
三
’
二
三
四
。
ヘ

ー
ジ
）
、
ま
ず
『
声
聞
地
」
の
「
初
聡
伽
処
・
種
姓
地
」
に
説
か
れ
る
「
浬

薬
法
の
縁
」
を
十
三
種
に
数
え
て
挙
げ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
こ
う
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
『
声
聞
地
』
と
「
止
の
章
」
の

対
応
関
係
の
図
式
（
以
下
「
対
応
図
」
と
呼
ぶ
）
を
見
て
も
ら
え
ば
、
い

ま
の
章
は
「
安
立
」
の
㈹
に
対
応
す
る
。
そ
れ
で
そ
の
箇
所
に
当
た
れ
ば
、

そ
こ
で
は
、
「
初
琉
伽
処
・
出
離
地
」
の
中
で
「
世
間
。
出
世
間
の
二
道

に
よ
っ
て
離
欲
に
趣
く
た
め
の
資
栂
」
と
し
て
詳
説
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
内

容
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
安
立
」
の
い
は
「
出
離
地
」
の
所
説

を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
先
の
注
記
に
お
い
て
訳
者
も
こ

の
「
出
離
地
」
の
こ
と
を
付
記
し
、
十
三
で
は
な
く
十
四
の
内
容
項
目
を
挙

げ
て
い
る
が
、
問
題
が
あ
る
。
た
し
か
に
そ
の
二
道
の
資
糧
は
漢
訳
な
ど

で
一
見
、
十
四
に
数
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
の
「
聞
正
法
」
と
「
思
正
法
」

と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
に
《
《
ゅ
且
号
胃
目
駄
目
ぐ
ぃ
。
⑳
。
旨
苗
圃
」
》
と
在

る
よ
う
に
合
し
て
一
項
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
琉
伽
師
地
論
』

の
中
で
も
そ
の
二
道
の
資
糧
は
、
「
資
糧
道
の
中
の
十
三
種
」
（
摂
決
択
分

・
有
尋
有
伺
等
三
地
、
同
・
聞
所
成
地
）
、
「
十
三
種
の
資
糧
」
（
摂
事
分
）

と
し
て
す
で
に
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
法
の
聴
聞
と
思
惟
」

『
藤
田
宏
達
博
士
還
暦
記
念
論
集
・
イ
ン
ド
哲
学
と
仏
教
』
、
平
楽
寺
書
店
、

一
九
八
九
年
、
参
照
の
こ
と
）
。

｝
」
こ
に
問
題
に
し
た
十
三
種
の
資
糧
の
う
ち
、
第
五
か
ら
第
八
に
挙
げ

ら
れ
る
四
種
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
「
感
官
を
慎
し
み
ま
も
る
こ
と
」
、
「
食

に
お
い
て
量
を
知
る
こ
と
」
、
「
初
夜
と
後
夜
と
に
覚
悟
の
ヨ
ー
ガ
に
勤
め

る
こ
と
」
、
「
自
覚
し
な
が
ら
住
す
こ
と
」
を
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
の
仏

教
の
伝
統
で
は
別
し
て
重
視
し
て
い
る
が
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
で

も
、
「
三
プ
ド
ガ
ラ
道
」
を
説
く
に
先
立
っ
て
、
こ
の
四
種
を
「
易
く
止
観

を
引
発
す
る
正
因
」
と
し
て
、
『
声
聞
地
』
の
「
出
離
地
」
の
所
説
な
ど
を

依
用
し
な
が
ら
詳
し
く
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
の
第
一
節
に
掲
げ

た
『
ラ
ム
リ
ム
概
要
」
の
内
容
項
目
一
覧
で
い
え
ば
、
本
論
第
二
項
目
の

「
瞑
想
期
間
外
の
休
息
時
の
作
法
」
の
箇
所
に
お
い
て
で
あ
る
。
当
「
止

の
章
」
の
中
で
も
、
こ
の
四
種
を
「
沈
み
込
み
と
昂
ぶ
り
の
二
つ
を
共
に

除
去
す
る
た
め
に
は
重
要
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、
十
三
種
の
資
糧
の
中
の
、
第
一
と
第
二
の
「
自
の
円
満
」
と
「
他

の
円
満
」
に
つ
い
て
は
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
は
、
先
の
四
種
を
説

く
に
続
い
て
、
「
八
難
を
離
れ
た
閑
暇
の
獲
得
」
の
箇
所
で
、
『
声
聞
地
」

の
所
説
な
ど
を
依
用
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
訳
書
の
訳

者
は
、
「
ラ
ム
リ
ム
概
要
』
の
注
記
の
中
で
、
こ
の
「
自
・
他
の
円
満
」

が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
中
で
特
異
な
意
味
を
も
つ
に
至
っ
た
経
過
を
解
明
し

て
い
る
（
本
書
、
四
一
’
四
三
・
ヘ
ー
ジ
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
評
者
な
ど
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は
、
長
尾
博
士
の
和
訳
の
中
で
釈
然
と
し
な
か
っ
た
箇
所
の
一
つ
（
前
掲

書
、
三
九
六
。
ヘ
ー
ジ
、
四
行
目
）
が
正
し
く
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
章
第
一
節
（
Ｉ
の
１
）
の
「
珈
坐
に
お
け
る
身
体
の
姿
勢
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
段
は
、
前
段
と
同
じ
く
、
ま
ず
、
力
一
、
ラ
シ
ー
ラ
の
『
修
習
次
第

Ⅱ
』
な
い
し
「
修
習
次
第
Ⅲ
』
の
所
説
に
依
っ
て
、
身
体
の
姿
勢
が
備
え

る
べ
き
「
八
法
」
の
こ
と
を
説
き
、
次
い
で
、
『
声
聞
地
』
第
三
礒
伽
処

は
「
安
立
」
の
、
そ
の
③
「
遠
離
」
の
中
の
「
威
儀
の
円
満
」
（
前
掲
の
対

応
図
を
参
照
の
こ
と
）
の
所
説
に
基
づ
い
て
、
仏
陀
に
よ
り
結
跡
畉
坐
が

勧
め
ら
れ
た
五
つ
の
理
由
を
挙
げ
、
最
後
に
「
こ
の
よ
う
に
先
ず
最
初
に

身
体
の
八
種
の
姿
勢
、
取
り
分
け
呼
吸
の
調
整
を
指
示
通
り
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
言
う
身
体
の
姿
勢
に
つ
い
て
の
「
八
法
」
、
な
い
し
、

身
体
の
「
八
種
」
の
姿
勢
の
こ
と
で
あ
る
が
、
何
を
数
え
て
「
八
」
と
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
訳
文
の
上
に
は
そ
れ
が
直
接
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
「
身
体
の
姿
勢
が
八
法
を
備
え
る
よ

う
に
す
る
。
そ
の
際
、
足
は
毘
慮
遮
那
仏
の
珈
坐
の
よ
う
に
全
加
坐
で
あ

っ
て
も
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
足
の
こ
と
か
ら
始
め
て
、
眼
、
身
体
、
肩
、

頭
、
歯
と
唇
、
舌
、
息
の
こ
と
ま
で
の
ち
ょ
う
ど
八
項
が
そ
れ
ぞ
れ
一
文

を
以
っ
て
説
か
れ
る
が
、
訳
者
は
、
珈
坐
の
五
つ
の
理
由
の
場
合
に
は
各

項
に
仰
か
ら
⑤
と
付
し
て
五
項
を
明
示
し
な
が
ら
、
い
ま
の
八
項
に
つ
い

て
は
そ
う
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
一
つ
は
、
「
八
法
を
備
え

、
、
、

る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
足
は
：
．
…
」
と
訳
し
て
、
「
そ
の
際
」
と
訳
し
た

原
語
の
《
《
号
宮
』
．
を
「
そ
の
中
で
」
と
は
訳
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

評
者
な
ら
、
単
純
に
「
八
：
：
：
法
。
仙
足
は
。
：
：
⑧
息
は
：
．
…
」
と
「
八

法
」
を
明
示
し
て
訳
し
た
い
が
、
そ
う
し
な
い
訳
者
に
は
何
か
配
慮
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

評
者
が
こ
の
よ
う
な
一
見
さ
さ
い
な
事
柄
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
中
国
・

日
本
、
特
に
日
本
の
坐
禅
が
、
か
た
ち
を
重
ん
じ
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
ば

自
体
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
坐
法
を
中
心
と
し
、
そ
の
作
法
（
坐
禅

儀
）
に
厳
し
く
、
手
足
の
組
み
方
（
左
右
の
手
・
足
の
上
下
関
係
）
や
眼

の
開
閉
な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
が
喧
し
い
か
ら
で
あ
る
。
本
訳
書
の
こ
の

箇
所
に
よ
っ
て
、
評
者
は
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
著
作
の
中
に
「
天
台
小
止

観
』
に
説
か
れ
る
調
身
・
調
息
・
調
心
な
い
し
禅
門
で
の
坐
法
の
規
定
に

類
す
る
記
述
の
存
す
る
こ
と
を
知
り
、
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
で

は
そ
れ
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
に
與
味
を
抱
い
た
次
第
で
あ
る
。

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
で
は
、
身
体
の
姿
勢
に
お
け
る
足
か
ら
息
ま
で
の
八
項

の
内
容
規
定
は
存
す
る
が
、
『
ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
』
の
記
述
の
よ
う
に
八

項
が
き
れ
い
に
区
分
さ
れ
て
項
目
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
和
訳

で
、
「
八
法
」
が
こ
の
八
項
で
あ
る
と
数
字
で
項
目
化
し
な
か
っ
た
配
慮
も

こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
は
チ
ベ
ッ

ト
の
仏
教
で
定
着
し
た
こ
と
ば
と
見
ら
れ
る
が
、
「
毘
庶
遮
那
の
七
法
」

（
目
嬰
冒
、
ロ
旦
呂
○
唾
ｇ
ｐ
ｐ
）
と
い
う
言
い
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に

引
い
た
本
論
の
記
述
や
、
そ
の
典
拠
の
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
著
に
「
毘
庶
遮

那
仏
の
珈
坐
の
よ
う
に
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ら
に
由
来
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
「
七
法
」
の
内
容
は
、
『
蔵
漢
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
次

の
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
は
紙
幅
節
約
の
た
め
漢
語
訳
で
引
く
。

毘
盧
七
法
’
㈹
両
足
珈
畉
、
②
手
結
定
印
、
③
背
椎
正
直
、
側
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本
訳
書
は
ま
さ
に
適
訳
者
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
、
と
本
稿
の
冒
頭
に

言
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
共
訳
者
の
一
人
ツ
ル
テ
ィ
ム
氏

は
、
チ
尋
ヘ
ッ
ト
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
を
祖
と
す
る
ゲ
ル
グ
派
の
伝
統
の
中
で
仏

教
を
学
ば
れ
た
方
で
あ
り
、
一
方
の
小
谷
氏
は
、
イ
ン
ド
仏
教
は
大
乗
聡

伽
行
派
の
文
献
に
明
る
く
、
か
ね
て
そ
の
学
説
を
実
践
論
的
側
面
か
ら
チ

ベ
ッ
ト
所
伝
の
注
釈
文
献
を
も
援
用
し
な
が
ら
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
方

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
お
二
人
が
協
力
し
て
も
の
さ
れ
た
本

頸
部
微
傭
、
⑤
肩
臂
後
張
、
⑥
眼
慨
鼻
尖
、
⑦
舌
尖
抵
上
膀
。

こ
の
「
毘
慮
七
法
」
の
言
い
方
は
、
本
訳
者
の
一
人
ツ
ル
テ
ィ
ム
氏
か

ら
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
七
法
」
に
「
息
」

の
項
を
加
え
た
も
の
を
「
毘
庶
遮
那
の
八
法
」
と
い
う
と
い
う
。
本
論
の

当
の
「
八
法
」
が
こ
の
「
毘
盧
の
八
法
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
本
論
に
説
く
八
項
の
内
容
と
少
し
く
異

な
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論
の
八
項
に
は
「
手
」
の
規
定
が
な
い
。
ま
た
「
毘

盧
」
に
は
「
歯
と
唇
」
の
項
が
な
い
。
そ
の
他
、
項
目
立
て
に
ず
れ
が
存

す
る
。
あ
る
い
は
本
和
訳
で
そ
の
八
項
を
「
八
法
」
と
明
示
し
な
か
っ
た

の
も
こ
こ
に
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
天
台
小
止
観
」
や
禅
門
の
諸
坐
禅
儀
の
規
定
と
比

べ
て
み
て
も
、
イ
ン
ド
に
遡
っ
て
調
ぺ
て
み
て
も
興
味
深
い
点
が
見
い
出

せ
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
内
容
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
読
者
の
関
心
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
資
料
や
観
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ

訳
書
に
は
、
ま
さ
に
本
書
な
ら
で
は
の
優
れ
た
面
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
は
、
た
と
え
ば
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
背
景
思
想
を

お
さ
え
た
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
の
と
り
方
か
ら
、
訳
文
中
に
括
弧
し
て
補
わ

れ
る
こ
と
ば
、
注
記
に
お
け
る
出
典
の
指
示
な
ど
や
、
解
題
に
代
え
た
訳

者
の
ま
え
が
き
に
お
い
て
お
の
ず
と
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
訳
者
の
配
慮
に
注
意
し
な
が
ら
本
書
を
読
む
な
ら
ば
、
わ
れ
わ

れ
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
正
統
的
な
「
止
観
」
に
お
け
る
「
止
」
の
あ
り
方

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
そ
の
「
止
」
そ
し
て

「
観
」
の
あ
り
方
を
端
的
に
説
く
本
論
の
一
段
を
本
和
訳
で
引
い
て
お
く
。

「
或
る
人
友
は
、
心
が
無
分
別
に
安
住
し
て
い
て
、
智
慧
の
明
瞭
な
力

の
な
い
の
が
止
で
あ
り
、
明
瞭
な
力
の
あ
る
の
が
観
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
何
故
な
ら
、
止
と
観
と
の
規
定
を
詳
し
く

定
義
し
た
、
勝
者
（
世
尊
）
の
言
葉
や
、
代
理
者
（
弥
勒
）
の
論
や
、

無
着
の
典
籍
や
、
『
修
習
次
第
」
な
ど
の
典
籍
の
中
で
、
心
が
所
縁
に

於
い
て
一
点
に
集
注
し
た
三
味
を
止
と
言
い
、
理
解
す
尋
へ
き
事
柄
の
意

味
を
正
し
く
思
択
す
る
慧
を
観
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
か
ら

で
あ
る
。
殊
に
、
無
分
別
心
が
智
慧
の
明
瞭
な
力
を
有
し
て
い
る
か
否

か
と
い
う
こ
と
は
、
三
味
に
心
が
沈
み
込
む
こ
と
（
匿
冒
）
が
有
る
か

無
い
か
の
違
い
で
あ
っ
て
、
止
と
観
と
を
区
別
す
る
も
の
で
は
決
し
て

な
い
。
何
故
な
ら
、
全
て
の
止
の
三
味
に
於
い
て
憎
沈
は
必
ず
浄
化
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
憎
沈
を
離
れ
た
全
て
の
三
味
に
は
必
ず
心
の
輝

き
が
訪
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
本
書
、
一
三
六
。
ヘ
ー
ジ
）

本
書
が
広
く
読
ま
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。
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